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やどりき水源林森の案内人(定期)観察会のお知らせ（費用等負担はありません） 
毎週土曜･日曜の午前１０時と午後１時から「NPO法人かながわ森林インストラクターの会」会員が水源林をご案内します。やど

りき水源林ゲート前までお越しください。なお、冬季（１２月・１月・２月）は安全確保のため休止します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
<< おもわぬ観察ができました。>> 
 

 

 

 

 

 

 野鳥の巣（外側はコケで覆われて

いる：オオルリの巣の様です。） 

3月5日（土）に やどりき水源林を訪れ、水源林ゲート周辺と林道コースを散策してき

ました。例年より寒い日が続いた2月だったため、いつもの年にくらべて、春の訪れが遅

いように見えましたが、フデリンドウの花（上の青枠の写真）をはじめ、ところどこ

ろに春の息吹きを感じました。 

この季節、オニシバリの芽吹

きが 鮮やかです。 

 

ヤマアカガエルの卵塊 と 成体 

 

シカの骨 
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咲き誇るミツマタ群生 

 
<< かわいい冬芽たちからの春の芽吹きがはじまっています。>> 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

                   
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（認定NPO法人かながわ森林インストラクターの会 やどりき水源林「森の案内人」情報発信グループ 192号 担当 野村 昭憲） 

美しい樹皮 （幹肌） 
この季節、森の中では、樹木の美しい幹肌(みきはだ)に魅了されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

リョウブ 

サンショウ ミツマタ 

3月の水源林のハイライト 
3 月初めからは「森の案内人」によるガイ

ドが再開されています。 

3月は特にミツマタの花を鑑賞するのに、

最高の季節です。ぜひ、やどりき水源林に

お越しください。  

フサザクラ 

 

 

 

アカメガシワ アオギリ   

シラカバ、ヒメシャラと並び
三大美幹木と称されます。 

まだら模様で表面は
すべすべ。 

白っぽい皮にクロスした
スジ。マスクメロン風。 

ニワトコ ツノハシバミ： 雌花(冬芽) 
と 雄花(花穂 細長い房状) クロモジ リョウブ 

マルバアオダモ 
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